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皆さん、こんにちは。東京都日野市から参りました

高尾と申します。

５時間かけて参りましたので、まず日野市の簡単な

説明をさせていただきたいと思います。皆さんは東京

都といいますと、新宿とか六本木、そういうところは

ご存じでしょうが、なかなか日野市というのは知って

いる方が少ないと思いますので、最初にPRをさせて

いただきたいと思います。

日野市は東京都のほぼ中央に位置し、広さは都内で

６番目。多摩川と浅川が流れ、南部には多摩丘陵とい

う地形です。東京のイメージとは違って、自然豊かな

ベッドタウンです。人口は17万人、まだ区画整理事業

が進捗中ということなどもあり人口は増加傾向にあり

ます。日野市は、新選組の副長・土方歳三、六番隊隊

長・井上源三郎の生地であり、毎年、土方歳三の命日

前後に新選組まつりを行い、全国から多くの方にいら

していただき盛り上がっています。また、日野宿本陣

は、都内に唯一残る本陣として、新選組のファンの方
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には馴染みの深いところです。ランキングにおいては、

子育て環境、行政サービス、電子関係においてかなり

の評価をいただいており、子育てに関しては全国２位

というランキングになっています。

さて、発表に移りますが、今回の発表は背景、内容、

取り組んでいく上での課題、問題点、対処方法などの

ほか、その効果、住民の反応がどうだったかについて

もご説明させていただきます。

現市長が就任してすぐ、財政非常事態宣言を行いま

した。税収が前年比12億円減収、基金も底をつき、こ

のままでは日野市がまずいだろうということで、市報

に財政非常事態宣言を掲載しました。時を同じくして、

市の第４次基本構想・基本計画である「日野いいプラ

ン2010」の策定が始まり、公募市民145名、職員32名

の合計177名で、安心・活力・ふれあい・うるおい・

スリム・未来の六つの部会に分かれてスタートしまし

た。今回お話しする「健全財政を考える会」はスリム

分科会に属し、意欲的な市民の方の積極的な参加に基

づきワーキングチームが発足いたしました。

このワーキングチームの動きによって、平成13年３

月、第４次基本構想・基本計画「日野いいプラン2010」

ができました。市民行動プロジェクトである「健全財

政を考える会」は、八つほど立ち上がったプロジェク

トの一つです。2010プランプロジェクトが終わった後

も、財政課、企画調整課を行政の窓口に、市民20名と

協働して日野市の財政のあり方や方向性を考える活動

を行ってまいりました。

活動の目標は、次世代に極力「負の遺産」を残さな

いために、行政は行政として、市民は市民として何が

できるかということを、それぞれの立場から互いに考

え、活動をしていこうというものです。活動内容は、

お互いの勉強の中から得られたものを、広報、提案、

検証していくことにより市民の意識を少しずつ高めて

いこうというものです。

まず、平成14年５月、市民財政レポートとして広報

に財政報告を掲載。「日野市の財政大ピンチ！借金約

1,000億円！」という記事で、「健全財政を考える会」

が作成したものです。その後、市長から「市民の視点

で考えた財政白書を作ってみてくれ」という要請を受

け、今回の財政白書を作ることとなりました。こうし

て17年６月に財政白書が完成。その後はマスコミから

も多く問い合わせをいただきました。資料８に載って

いますのは朝日新聞の「列島360（さんろくまる）」で

す。おそらくこの記事がもとで、今回私が呼ばれてい

るのかなと思います。

なぜ、財政白書を作ったのか。
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財政用語の意味がわからなかったり、財政の全体像

がつかみにくかったりすることから生じる誤解や先入

観があり、市財政への理解は妨げられていました。そ

のことを市民の目線でわかりやすくすることによっ

て、関心を持っていただいたり理解していただけるよ

うな財政白書を作ることとしました。

自分たちの生活と市の財政がいかに深く密着してい

るか、日野市は豊かな自治体であると思われているが

借金はどのくらいあるのかといったことを、グラフや

図を多用化することで、市民によりわかりやすく伝え

られるよう工夫を重ねていきました。

自分の生活に置きかえたほうがわかりやすいという

ことで、市の財政を鍋に例えて書くこともしました。

給食経費についてはレストランに例えて説明しまし

た。

さらに、市民行動の提案として、市民の側から見て

何ができるのか、例えば、「日野市の中で買い物をし

よう」とか「いらないサービスはいらないと言おうね」

というような形で、市民による市民ができることの提

案も財政白書には盛り込んでいます。

取組の中で大変だったのは、やはり行政と市民の認

識の違いによる意見の隔たりでした。行政が考えると

当たり前ではないかということも、市民からはわかり

づらいといった指摘もいただきました。

こうした課題について活動を通じてどう解決して

いったのか。

とにかく話し合うことしかありませんでした。まず、

お互いの考えを聞いて認識を共にすることが必要とい

うことで、おおむね月１回、35回の合同勉強会を開催

しました。市からは必要な財政状況や人件費、給与の

問題、市立病院の健全化の資料など、行政から出せる

資料については積極的に出すと同時に、健全財政のメ

ンバーの方にとってわからないことについては、素直

に腹を割って話し合いました。それが35回という回数

にあらわれ、合同勉強会をしていく中で、意見の隔た
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りはどんどん解消されていったような状況です。財政

白書を発行するまでに２年半かかったというのも、お

互いわかり合うまでに時間がかかったというところを

読み取っていただけるのかと思います。

財政白書作成の当初の狙いについては、十分な話し

合いを重ねたことにより、おおむね達成できたのでは

ないかと思います。市民の行政に対する認識の改善が

見られたのに加え、行政もこれから地方分権が進んで

いく中で、市民の目線で情報を正確に伝えていかなけ

ればいけないということの必要性を認識するととも

に、意識改革ができたのではないかと思っています。

白書発行後、市民を含めて他の市町村からも問い合

わせを多くいただいたり、マスコミの取材を受けたり

ということで、かなりの反響がありました。また、市

の財政への関心も高まったということで住民の反応も

よかったです。

今後のアドバイスといいますか、私が取組を通じて

感じたことですが、これから住民ニーズが多様化する

中、限られた財源の中で有効的な行政サービスを行っ

ていかなければなりません。また、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律が制定されたことや公会計改

革により、財務関係指標の公表など、説明責任の重要

性はどんどん増していくと思います。加えて、自分た

ちのまちをよくするためには、行政からの一方的な

サービスの享受ではなく、サービスを受ける市民の側

の意識改革も必要ではないかと思います。

簡単ではありますが説明させていただきました。ど

うもありがとうございました。

13

15

14

16



─ 54 ─

19

17

21

20

18


	02_aom_j1

